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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )

天

地

５

写真コンテスト　宮崎さん金賞
生 命 躍 動  「 幸 せ の 青 い 鳥 」

「
農
福
連
携
」
の
せ
ん
べ
い
発
売

国
産
米
１
０
０
％
で
３
枚
入
り

ら
れ
る
厚
焼
き
。
両
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
描
い
た
箱
の
中
に
、
厚
焼
き

の
り
巻
き
、
ざ
ら
め
、
味
し
み
か

り
の
３
枚
が
入
っ
て
い
る
。

　

特
に
味
し
み
か
り
は
自
信
作
。

特
殊
製
法
で
、
だ
し
し
ょ
う
ゆ
味

を
染
み
込
ま
せ
て
い
る
と
い
う
。

包
装
作
業
な
ど
は
知
的
障
害
者
ら

が
担
当
し
て
い
る
。

　

１
箱
５
８
０
円
。
え
き
ま
ち
テ

ラ
ス
長
浜
や
北
近
江
豊
臣
博
覧
会

お
み
や
げ
館
小
一
郎
な
ど
で
販
売

し
て
い
る
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

長
浜
市
常
喜
町
の
合
同
会
社

「
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ
」
は
、
同
社
の

農
福
連
携
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｔ

Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
（
ち
と
て
と
）
」
か

ら
「
き
ん
ひ
で
せ
ん
べ
い
」
を
発

売
し
た
。
同
社
が
作
業
を
委
託
す

る
、
障
害
者
福
祉
事
業
な
ど
を
行

う
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
つ
ど
い
」

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
つ
ど
い
の
き

ん
た
ろ
う
ち
ゃ
ん
」
と
長
浜
観
光

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ひ
で
よ
し

く
ん
」
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
。

　

せ
ん
べ
い
は
国
産
米
１
０
０
％

で
、
米
の
風
味
が
し
っ
か
り
感
じ

　

県
内
外
か
ら
１
３
３
点
の
応
募

が
あ
っ
た
「
湖
北
野
鳥
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
」
（
湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー

主
催
）
の
審
査
結
果
が
発
表
さ
れ
、

長
浜
市
南
高
田
町
の
宮
崎
康
治
さ

ん
の
作
品
「
幸
せ
の
青
い
鳥
」
が

金
賞
に
輝
い
た
＝
写
真
。

　

宮
崎
さ
ん
は
昨
年
２
月
23
日
に

同
市
南
浜
町
の
湖
岸
緑
地
姉
川
河

口
公
園
で
イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
が
飛
翔

す
る
姿
を
カ
メ
ラ
で
と
ら
え
た
。

審
査
員
か
ら
「
フ
レ
ー
ム
の
よ
う

に
配
置
さ
れ
た
木
の
無
骨
な
質
感

と
、
イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
の
静
ひ
つ
な

青
、
柔
ら
か
く
広
が
っ
た
翼
の
デ

ィ
テ
ー
ル
に
、
対
比
と
調
和
そ
し

て
生
命
の
躍
動
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

る
」
と
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

銀
賞
は
愛
知
県
春
日
井
市
、
小

川
宏
さ
ん
の
作
品
「
厳
冬
期
に
舞

う
イ
ヌ
ワ
シ
幼
鳥
」
、
銅
賞
は
京

都
府
宇
治
市
、
和
田
雅
之
さ
ん
の

作
品
「
保
護
色
抜
群
な
ん
で
す
」

が
選
ば
れ
た
。

　

応
募
作
品
は
５
月
18
〜
29
日
ま

で
長
浜
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
で
展

示
予
定
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

県
立
大
が
30
周
年
記
念
出
版

環
境
科
学
部
の
活
動
総
括

近江鉄道が連節バス２台導入
多 様 性 表 現 の 車 体 も

っ
た
と
い
う
。
発
行
元
は
サ
ン
ラ

イ
ズ
出
版
で
税
込
み
３
５
２
０
円
。

全
国
書
店
や
ネ
ッ
ト
で
販
売
中
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

　

第
４
章
で
は
大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル

日
本
酒
「
湖
風
」
が
生
ま
れ
た
経

緯
を
書
い
て
い
る
。
２
０
１
０
年

に
中
国
人
留
学
生
が
喜
多
酒
造

（
東
近
江
市
）
で

酒
造
り
体
験
を
し

た
の
が
き
っ
か
け

で
、
大
学
ほ
場
の

お
米
を
使
っ
た
日

本
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
発
足
。
翌
年

３
月
、
若
者
に
も

飲
み
や
す
い
大
吟

醸
酒
が
で
き
あ
が

　

県
立
大
（
彦
根
市
八
坂
町
）
の

環
境
科
学
部
記
念
出
版
委
員
会
は

「
び
わ
湖
を
歩
く　

び
わ
湖
と
考

え
る―

滋
賀
ま
る
ご
と
フ
ィ
ー
ル

ド
ガ
イ
ド―

」
（
Ａ
５
判
、
３
０

４
㌻
）
を
発
刊
し
た
＝
写
真
。
県

立
大
は
１
９
９
５
年
４
月
に
開
学

し
、
日
本
初
と
な
る
環
境
科
学
部

が
注
目
さ
れ
た
。
30
年
間
の
研
究

活
動
を
総
括
し
、
県
内
の
自
然
、

社
会
、
環
境
の
現
状
を
紹
介
し
よ

う
と
出
版
を
企
画
。
教
員
や
卒
業

生
ら
が
計
43
本
を
寄
稿
し
５
章
に

分
か
れ
て
い
る
。

を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
。

　

輸
送
力
を
高
め
て
混
雑
緩
和
を

図
り
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交

通
の
維
持
を
目
指
し
て
い
る
。
さ

ら
に
最
近
の
乗
務
員
不
足
に
も
対

応
し
、
１
人
の
運
転
手
で
多
く
の

乗
客
を
運
ぶ
こ
と
も
で
き
る
と
い

う
。【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

　

近
江
鉄
道
（
本
社
・
彦
根
市
）

は
新
た
に
２
台
の
連
節
バ
ス
を
導

入
し
た
＝
イ
ラ
ス
ト
。
４
月
か
ら

南
草
津
駅―

立
命
館
大
学
間
の
直

行
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
片
道
２
０
０

円
）
と
し
て
運
行
し
て
い
る
。

　

全
長
約
18
㍍
、
全
幅
約
２
・
５

㍍
、
全
高
約
３
・
３
㍍
で
重
量
は

18
・
18
㌧
。
乗
車
定
員
は
１
１
３

人
（
う
ち
座
席
39
人
）
。
１
台
は

「
ジ
ョ
イ
フ
ル
リ
ン
カ
ー
」
号
で

車
体
は
七
宝
つ
な
ぎ
の
模
様
と
な

っ
て
い
る
。
青
や
緑
色
の
中
に
、

滋
賀
の
県
花
「
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
」
の

赤
を
配
し
て
い
る
。
も
う
１
台
は

「
ネ
ク
サ
ス
コ
ネ
ク
タ
ー
」
号
。

つ
な
が
っ
て
い
る
バ
ス
の
特
徴
か

ら
命
名
し
た
。
車
体
の
模
様
や
色

は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
（
多
様
性
）

発
売
さ
れ
た
「
き
ん
ひ
で
せ
ん
べ
い
」


